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(57)【要約】
【課題】
【解決手段】付設の駆動モータによって駆動可能な従動
軸（２１０）と、付設の駆動モータの非通電状態で回転
している従動軸（２１０）を制動するための制動装置（
１４０）とを備えた電動工具であって、従動軸（２１０
）が付設のハウジング内に回転運動可能に支持され、制
動装置（１４０）が、少なくとも１つの第１および第２
の制動要素（２６０，２５０）を備えた磁場ブレーキユ
ニット（２７０）を有している電動工具において、第１
の制動要素（２６０）は、従動軸（２１０）に対し半径
方向に位置するように付設のハウジング内に相対回転不
能に配置され、且つ従動軸（２１０）の周方向に交代す
る磁場を生成させるために少なくとも１つの第１および
第２の磁極を備え、第２の制動要素（２５０）は、磁気
誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置（２９０）を
介して従動軸（２１０）と回転運動可能に結合されてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　付設の駆動モータ（１２０）によって駆動可能な従動軸（２１０）と、前記付設の駆動
モータ（１２０）の非通電状態で回転している前記従動軸（２１０）を制動するための制
動装置（１４０）とを備え、前記従動軸（２１０）が付設のハウジング（１１０）内に回
転運動可能に支持され、前記制動装置（１４０）が、少なくとも１つの第１および第２の
制動要素（２６０，２５０）を備えた磁場ブレーキユニット（２７０）を有している電動
工具（１００）において、前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）に対
し半径方向に位置するように前記付設のハウジング（１１０）内に相対回転不能に配置さ
れ、且つ前記従動軸（２１０）の周方向に交代する磁場（４２０）を生成させるために少
なくとも１つの第１および第２の磁極（３６２，３６４）を備えており、前記第２の制動
要素（２５０）が、磁気誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置（２９０）を介して前
記従動軸（２１０）と回転運動可能に結合されていることを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　前記起動可能な連結装置（２９０）は、起動時に前記第２の制動要素（２５０）を、前
記付設の駆動モータ（１２０）の非通電状態で、回転している前記従動軸（２１０）と相
対回転不能に結合させるように形成されていることを特徴とする、請求項１に記載の電動
工具。
【請求項３】
　前記起動可能な連結装置（２９０）は、前記付設の駆動モータ（１２０）の通電状態で
、前記第２の制動要素（２５０）に対する前記従動軸（２１０）の回転を可能にするよう
に形成されていることを特徴とする、請求項１または２に記載の電動工具。
【請求項４】
　前記磁場ブレーキユニット（２７０）が渦電流ブレーキのように形成されていることを
特徴とする、上記請求項のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項５】
　前記第１および第２の制動要素（２６０，２５０）がそれぞれ少なくとも部分的にリン
グセグメント状に形成され、前記第１の制動要素（２６０）が前記第２の制動要素（２５
０）の端面（２５１，２５２）の領域に配置されていることを特徴とする、上記請求項の
いずれか一つに記載の電動工具。
【請求項６】
　前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）を周囲から取り囲んでいる永
久磁石リングのように形成されていることを特徴とする、上記請求項のいずれか一つに記
載の電動工具。
【請求項７】
　前記第２の制動要素（２５０）が、前記従動軸（２１０）を周囲から取り囲んでいるリ
ングのように、特に鉄リングまたは銅リングのように形成されていることを特徴とする、
上記請求項のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項８】
　前記第２の制動要素（２５０）が、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設されてい
る駆動部材（２７２）と相対回転不能に結合され、該駆動部材が、複数のブロッキング部
材（２４０）を介して、特にころ状のブロッキング部材を介して、前記付設の駆動モータ
（１２０）の非通電状態で、前記回転している従動軸（２１０）と相対回転不能に結合可
能であることを特徴とする、上記請求項のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項９】
　前記従動軸（２１０）上にして前記複数のブロッキング部材（２４０）の領域に、前記
従動軸（２１０）と相対回転不能に結合され、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設
されている駆動体（２８０）が配置されていることを特徴とする、請求項８に記載の電動
工具。
【請求項１０】
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　前記駆動体（２８０）が、少なくとも略多角形状の外周を有していることを特徴とする
、請求項９に記載の電動工具。
【請求項１１】
　前記駆動体（２８０）が、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設されているアクチ
ュエータ（２３０）を介して、前記駆動部材（２７２）と連結され、前記アクチュエータ
内に、前記複数のブロッキング部材（２４０）が少なくとも部分的に受容されていること
を特徴とする、請求項９または１０に記載の電動工具。
【請求項１２】
　前記アクチュエータ（２３０）が、前記従動軸（２１０）を回転運動可能に駆動するた
めに駆動要素（２２０）と相対回転不能に結合され、前記駆動要素（２２０）が、所定の
角度範囲内での前記従動軸（２１０）の前記駆動要素（２２０）に対する相対的な回転を
可能にするために、前記従動軸（２１０）で遊びをもって支持されていることを特徴とす
る、請求項１１に記載の電動工具。
【請求項１３】
　前記付設の駆動モータ（１２０）の非通電状態で前記従動軸（２１０）が回転している
とき、前記駆動体（２８０）が、回転している前記従動軸（２１０）に対する前記アクチ
ュエータ（２３０）のトルク逆転と、これから生じる駆動体（２８０）とアクチュエータ
（２３０）との間の相対回転とにより、前記複数のブロッキング部材（２４０）を介して
前記駆動部材（２７２）と相対回転不能に結合可能であることを特徴とする、請求項１２
に記載の電動工具。
【請求項１４】
　アングルグラインダのように形成されている、上記請求項のいずれか一つに記載の電動
工具。
【請求項１５】
　付設の駆動モータ（１２０）によって駆動可能で且つ付設のハウジング（１１０）内に
回転運動可能に支持されている従動軸（２１０）を有している電動工具（１００）のため
のモジュール状制動装置（１４０）であって、少なくとも１つの第１および第２の制動要
素（２６０，２５０）を備えている磁場ブレーキユニット（２７０）を備えた前記モジュ
ール状制動装置において、前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）に対
し半径方向に位置するように前記付設のハウジング（１１０）内に相対回転不能に固定可
能であり、且つ前記従動軸（２１０）の周方向に交代する磁場（４２０）を生成させるた
めに少なくとも１つの第１および第２の磁極（３６２，３６４）を備えており、前記第２
の制動要素（２５０）が、磁気誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置（２９０）を介
して前記従動軸（２１０）と回転運動可能に結合可能であることを特徴とするモジュール
状制動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、付設の駆動モータによって駆動可能な従動軸と、前記付設の駆動モータの非
通電状態で回転している前記従動軸を制動するための制動装置とを備え、前記従動軸が付
設のハウジング内に回転運動可能に支持され、前記制動装置が、少なくとも１つの第１お
よび第２の制動要素を備えた磁場ブレーキユニットを有している電動工具に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１から、ドライブトレインと磁場ブレーキユニットとを備えたこの種の電動工
具が知られている。この磁場ブレーキユニットは、電動工具に付設のハウジング内に回転
可能に配置され、マグネットリングのように形成されている２つの第１の制動要素と、両
第１の制動要素の間に配置され、銅円板のように形成されている相対回転不能な第２の制
動要素とを有している。
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【０００３】
　この技術水準の欠点は、磁場ブレーキユニットの両第１の制動要素がその回転可能な配
置によって比較的強い機械的負荷を受け、それによってその寿命が減少し、したがって総
じて電動工具の製品寿命が減少することがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２０１００４３１８５Ａ１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それ故、本発明の課題は、安全且つ堅牢であり、適当な寿命の延長を達成でき、その結
果総じて電動工具の対応する製品寿命の延長が可能になる、ブレーキ装置を備えた新たな
電動工具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、付設の駆動モータによって駆動可能な従動軸と、前記付設の駆動モータの
非通電状態で回転している前記従動軸を制動するための制動装置とを備え、前記従動軸が
付設のハウジング内に回転運動可能に支持され、前記制動装置が、少なくとも１つの第１
および第２の制動要素を備えた磁場ブレーキユニットを有している電動工具によって解決
される。前記第１の制動要素は、前記従動軸に対し半径方向に位置するように前記付設の
ハウジング内に相対回転不能に配置され、且つ前記従動軸の周方向に交代する磁場を生成
させるために少なくとも１つの第１および第２の磁極を備えている。前記第２の制動要素
は、磁気誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置を介して前記従動軸と回転運動可能に
結合されている。
【０００７】
　したがって本発明により、安全且つ堅牢であり、第１の制動要素をハウジング内に相対
回転不能に配置することで該第１の制動要素に対する機械的負荷が少なく、したがってブ
レーキ装置の寿命を延長でき、総じて電動工具の寿命を延長できる、ブレーキ装置を備え
た電動工具の提供が可能になる。
【０００８】
　一実施形態によれば、起動可能な連結装置は、起動時に第２の制動要素を、付設の駆動
モータの非通電状態で、回転している従動軸と相対回転不能に結合させるように形成され
ている。
【０００９】
　これにより、摩耗に乏しく、安定なブレーキ装置を提供することができる。
【００１０】
　好適には、起動可能な連結装置は、付設の駆動モータの通電状態で、第２の制動要素に
対する従動軸の回転を可能にするように形成されている。
【００１１】
　これにより、電動工具の標準作動時でのブレーキ装置の非作動状態を簡単に且つ高い信
頼性で達成できる。
【００１２】
　磁場ブレーキユニットは、好ましくは渦電流ブレーキのように形成されている。
【００１３】
　これにより、安全かつ安定な磁場ブレーキユニットを提供することができる。
【００１４】
　一実施形態によれば、第１および第２の制動要素はそれぞれ少なくとも部分的にリング
セグメント状に形成され、第１の制動要素は第２の制動要素の端面の領域に配置されてい
る。
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【００１５】
　これにより、本発明は、電動工具のハウジング内での第１および第２の制動要素の簡潔
で省スペースな配置を可能にする。
【００１６】
　第１の制動要素は、好ましくは、従動軸を周囲から取り囲んでいる永久磁石リングのよ
うに形成されている。
【００１７】
　これにより、堅牢で安定な第１の制動要素を提供できる。
【００１８】
　第２の制動要素は、好適には、従動軸を周囲から取り囲んでいるリングのように、特に
鉄リングまたは銅リングのように形成されている。
【００１９】
　これにより、簡潔でコスト上好ましい第２の制動要素を提供できる。
【００２０】
　好ましくは、第２の制動要素は、起動可能な連結装置に付設されている駆動部材と相対
回転不能に結合され、該駆動部材は、複数のブロッキング部材を介して、特にころ状のブ
ロッキング部材を介して、付設の駆動モータの非通電状態で、回転している従動軸と相対
回転不能に結合可能である。
【００２１】
　これにより、第２の制動要素を、駆動モータの非通電状態でハウジング内に相対回転不
能に簡単に配置することができる。
【００２２】
　従動軸上にして、好適には複数のブロッキング部材の領域に、従動軸と相対回転不能に
結合され、起動可能な連結装置に付設されている駆動体が配置されている。
【００２３】
　これにより、連結装置の起動時に第２の制動要素を従動軸と連結させる駆動体を提供す
ることができる。
【００２４】
　駆動体は、好適には、少なくとも略多角形状の外周を有している。
【００２５】
　これにより、多角形状の外周がブロッキング部材との協働のための複数の傾斜部を形成
するような、簡潔で信頼性のある駆動体を提供できる。
【００２６】
　好ましくは、駆動体は、起動可能な連結装置に付設されているアクチュエータを介して
、駆動部材と連結され、アクチュエータ内に、複数のブロッキング部材が少なくとも部分
的に受容されている。
【００２７】
　これにより、駆動体を迅速かつ簡単に駆動部材と連結させることができる。
【００２８】
　アクチュエータは、一実施形態によれば、従動軸を回転運動可能に駆動するために駆動
要素と相対回転不能に結合され、駆動要素は、所定の角度範囲内での従動軸の駆動要素に
対する相対的な回転を可能にするために、従動軸で遊びをもって支持されている。
【００２９】
　これにより、駆動要素に対する従動軸の相対回転を簡単に可能にすることができる。
【００３０】
　好適には、付設の駆動モータの非通電状態で従動軸が回転しているとき、駆動体は、回
転している従動軸に対するアクチュエータのトルク逆転と、これから生じる駆動体とアク
チュエータとの間の相対回転とにより、複数のブロッキング部材を介して駆動部材と相対
回転不能に結合可能である。
【００３１】
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　これにより、制動装置を自動的に、すなわち利用者による外部操作なしに、対応する相
対回転によって起動させることができる。
【００３２】
　一実施形態によれば、電動工具はアングルグラインダのように形成されている。
【００３３】
　これにより、本発明による制動装置をアングルグラインダにも簡単に使用することがで
きる。
【００３４】
　冒頭で述べた課題は、さらに、付設の駆動モータによって駆動可能で且つ付設のハウジ
ング内に回転運動可能に支持されている従動軸を有している電動工具のためのモジュール
状制動装置であって、少なくとも１つの第１および第２の制動要素を備えている磁場ブレ
ーキユニットを備えた前記モジュール状制動装置によっても解決される。前記第１の制動
要素は、前記従動軸に対し半径方向に位置するように前記付設のハウジング内に相対回転
不能に固定可能であり、且つ前記従動軸の周方向に交代する磁場を生成させるために少な
くとも１つの第１および第２の磁極を備え、前記第２の制動要素は、磁気誘導可能であり
、且つ起動可能な連結装置を介して前記従動軸と回転運動可能に結合可能である。
【００３５】
　本発明を、図面に図示した実施例を用いて以下の説明で詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】一実施形態による制動装置を備えた電動工具の図である。
【図２】図１の制動装置の断面図である。
【図３】図２の切断線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿って見た、図１の制動装置の断面図である。
【図４】図１ないし図３の制動装置の磁束の延在態様の１例を示す図である。
【図５】図１の電動工具の標準作動における図１ないし図３の制動装置の平面図である。
【図６】図１の電動工具の制動時における図１ないし図３の制動装置の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　図１は、アングルグラインダとして形成された、一実施形態による制動装置１４０を備
える電動工具１００を示している。なお、電動工具１００はアングルグラインダとして例
示して説明するにすぎず、本発明を限定するためのものではないことを指摘しておく。本
発明は、むしろ一般に、駆動モータと本発明による制動装置とを具備した電動工具、また
は、具備可能な電動工具、特に携帯型電動工具で使用することができる。本発明のコンテ
クストでは、「携帯型電動工具」とは、利用者が搬送機を用いずに搬送することのできる
電動工具である。さらに、制動装置は任意の電動工具内部にたとえば差し込み型コネクタ
を介してモジュール状に組み込むことができる。また電動工具１００は好ましくは５０ｋ
ｇ未満の質量を持ち、好適には２０ｋｇ未満、特に好適には１０ｋｇ未満の質量を持つ。
【００３８】
　アングルグラインダ１００に付設の工具ハウジング１１０内には、好適には、従動ユニ
ット１３０を駆動するための駆動モータ１２０が設けられている。好適には、駆動モータ
１２０は電子整流式電動機として形成されているが、任意の他の電動機であってよい。好
ましくは、従動ユニット１３０は従動軸（図２の２１０）を有し、従動軸はたとえば砥石
車として形成されている差し込み工具１３４を駆動するために用いられる。差し込み工具
１３４には、たとえば研磨粒から保護するために好適には保護フード１３２が付設されて
いる。
【００３９】
　図示の例では、駆動モータ１２０は工具ハウジング１１０の付設のモータ部分１１４内
に配置され、従動ユニット１３０は伝動装置部分１１６内に配置されている。伝動装置部
分１１６はアングルグラインダ１００または工具ハウジング１１０の第１の軸線方向端部
１０２に配置され、図示の例では補助グリップ１１８を備えている。補助グリップは、好
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適にはアングルグラインダ１００の主延在方向１０４に対し横方向に延在している。アン
グルグラインダ１００または工具ハウジング１１０の第１の軸線方向端部に対し軸線方向
に対向している第２の軸線方向端部１０１の領域には、好適には、少なくとも部分的に（
主）ハンドグリップ１１２が形成されている。さらに、第２の軸線方向端部１０１には、
たとえば少なくとも駆動モータ１２０に電源に依存して給電するための電流ケーブル１５
０が配置されている。しかし、第２の軸線方向端部１０１に、少なくとも駆動モータ１２
０に電源とは独立に給電するためのバッテリーパックを配置してもよい。
【００４０】
　一実施形態によれば、アングルグラインダ１００に付設の制動装置１４０は、駆動モー
タ１２０の非通電状態で回転する従動ユニット１３０の従動軸（図２の２１０）を制動さ
せるために形成されている。この場合制動装置１４０は好適には、自動的に起動、停止す
るように形成されている。その際に制動装置１４０は、駆動モータ１２０が通電されてい
ないときに作動し、駆動モータ１２０が通電されると停止する。好ましくは、制動装置１
４０はアングルグラインダ１００のランアウトタイムを減少させ、すなわち駆動モータ１
２０をオフにしてから差し込み工具１３４が停止するまでの時間を、好適には最大で２秒
ないし３秒へ減少させる。
【００４１】
　図２は、従動軸２１０を備えた図１の従動ユニット１３０を示している。従動軸は、第
１の軸線方向端部２０１に、工具ハウジング１１０内での支持のための第１の部分２１１
を有し、該第１の部分は、図示の例では段階的に第２の部分２１３と第３の部分２１５へ
拡大し、第３の部分２１５を起点として、第１の軸線方向端部２０１に対向している第２
の軸線方向端部２０２の領域において、図示の例では再び第４の部分２１７へ縮小してい
る。好ましくは、第４の部分２１７は差し込み工具１３４を受容するために形成されてい
る。
【００４２】
　従動軸２１０は、好適には、少なくとも１つの軸受要素２１４を介して、たとえば軸受
フランジとして形成されているハウジング閉鎖要素２１６内で回転運動可能に支持されて
いる。その際、好ましくは、軸受要素２１４は従動軸２１０の第２の部分２１３上に配置
されて、その第３の部分２１５によってその第２の軸線方向端部２０２の方向に位置固定
されている。
【００４３】
　従動軸２１０の第１の軸線方向端部２０１の領域には、または、該従動軸の第２の部分
２１３には、好適には、伝動装置入力歯車として形成され、図示の例ではリングギヤのよ
うに成形された駆動要素２２０が、好適には遊びをもって、しかし相対回転不能に配置さ
れている。駆動要素２２０は、従動軸２１０の第１の軸線方向端部２０１側の第１の端面
２２１に、たとえば歯部２２４を有している。この歯部２２４を介して、好ましくは駆動
モータ１２０の回転運動を従動軸２１０へ、よって差し込み工具１３４へ伝達させること
ができる。第１の端面２２１に対向している、駆動要素２２０の第２の端面２２３には、
好適には、少なくとも１つの回転駆動要素２２２が配置され、該回転駆動要素は、好まし
くは、駆動要素２２０と相対回転不能に結合され、および／または、これに一体成形また
はこれと一体形成され、制動装置１４０と作用結合している。
【００４４】
　一実施形態によれば、制動装置１４０は磁場ブレーキユニット２７０を有し、磁場ブレ
ーキユニットは、好ましくは渦電流ブレーキのように形成され、少なくとも１つの第１お
よび第２の制動要素２６０，２５０を有している。第１の制動要素２６０は、好ましくは
従動軸２１０に対し半径方向に配置され、好適には工具ハウジング１１０内または軸受フ
ランジ２１６に相対回転不能に配置されている。
【００４５】
　図示の例では、第１の制動要素２６０は、軸受フランジ２１６に付設されている、また
は、該軸受フランジに設けられている受容部２９９内に配置され、該受容部は好ましくは
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２つの部分から形成されている。この場合、好ましくは、第１の受容要素２７６が第１の
制動要素２６０を軸線方向において支持し、第２の受容要素２７４は第１の制動要素２６
０を半径方向外側において支持している。第１の制動要素２６０は、従動軸２１０の周方
向において交替する磁場（図４の４２０）を発生させるために、好適には少なくとも１つ
の第１および第２の磁極（図３の３６２，３６４）を備えている。好ましくは、第１の制
動要素２６０は少なくとも部分的にリングセグメント状に形成されて、好適には従動軸２
１０を周囲から取り囲む永久磁石リングのように形成されている。なお、第１の制動要素
２６０をマグネットリングとして構成することは単に一例の特徴にすぎず、第１の制動要
素２６０は複数のリングセグメントから形成されていてもよいことを指摘しておく。この
場合、複数のリングセグメントの各リングセグメントは磁極（図３の３６２，３６４）を
形成することができる。さらに、第１の制動要素２６０は好適には第２の制動要素２５０
の端面２５２の領域に配置され、図の例では第２の制動要素２５０の、従動軸２１０の第
２の軸線方向端部２０２側の端面２５２上に配置されている。
【００４６】
　一実施形態によれば、第２の制動要素２５０は磁気誘導可能であり、好ましくは少なく
とも部分的にリングセグメント状である。好適には、第２の制動要素２５０は、従動軸２
１０を周囲から取り囲むリングのように形成され、特に鉄リングまたは銅リングとして形
成されている。
【００４７】
　好適には、第２の制動要素２５０は起動可能な連結装置２９０を介して従動軸２１０と
回転運動可能に結合されている。この連結装置２９０は、好ましくは、起動時に第２の制
動要素２５０を、付設の駆動モータ１２０の非通電状態で、すなわち図１の電動工具１０
０の制動時に、回転している従動軸２１０と相対回転不能に結合させ、好ましくは図１の
駆動モータ１２０の通電状態で、すなわち図１の電動工具１００の緊急作動時または自由
回転時に、第２の制動要素２５０に対する従動軸２１０の回転を可能にするように形成さ
れている。
【００４８】
　一実施形態によれば、連結装置２９０には駆動部材２７２が付設され、該駆動部材は、
複数のブロッキング部材２４０を介して、特にころ状のブロッキング部材２４０を介して
、図１の駆動モータ１２０の非通電状態で、回転している従動軸２１０と相対回転不能に
結合可能である。好ましくは、駆動部材２７２は第２の制動要素２５０と相対回転不能に
結合されている。
【００４９】
　さらに、連結装置２９０には、好適には駆動体２８０が付設されている。駆動体は、従
動軸２１０上に、好ましくは複数のブロッキング部材２４０の領域に配置され、従動軸２
１０と相対回転不能に結合されている。図示の例では、駆動体２８０は、少なくとも略多
角形状の外周を有し、好ましくは、連結装置２９０に付設されているアクチュエータ２３
０を介して駆動部材２７２と連結されている。一実施形態では、駆動部材２７２と受容部
２９９の第１および第２の受容要素２７６，２７４とは、磁場ブレーキユニット２７０の
ヨーク要素として形成されている。
【００５０】
　好適には、アクチュエータ２３０内には、複数のブロッキング部材２４０が少なくとも
部分的に受容されている。さらに、アクチュエータ２３０は、好ましくは、従動軸２１０
を回転運動可能に駆動するために駆動要素２２０と相対回転不能に結合されている。この
場合駆動要素２２０は、該駆動要素２２０に対する従動軸２１０の相対回転を、好ましく
は少なくとも５゜ないし１５゜の所定角度範囲内で可能にするために、上述したように遊
びをもって従動軸２１０と結合されている。
【００５１】
　一実施形態によれば、図１の電動工具１００の制動時に、図１の駆動モータ１２０の非
通電状態で従動軸２１０が回転しているとき、駆動体２８０はアクチュエータ２３０のト
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ルク逆転によって、回転している従動軸２１０に対し相対的に回転する。これから生じる
駆動体２８０とアクチュエータ２３０との間の相対回転により、駆動体２８０は複数のブ
ロッキング部材２４０を介して駆動部材２７２と相対回転不能に結合される。
【００５２】
　図３は、渦電流ブレーキとして形成され、以下ではこのようにも記す図２の磁場ブレー
キユニット２７０の構成の一例を示している。この場合、渦電流ブレーキ２７０の連結装
置２９０はスピンドルロックのように構成されている。これに対応して、駆動体２８０は
多角形状の外周を有している。この外周は、複数のブロッキング部材２４０の少なくとも
１つのブロッキング部材、図示の例では６つの付設のブロッキング部材３５１，３５２，
３５３，３５４，３５５，３５６を配置するために、たとえば６つの平坦部３２１，３２
２，３２３，３２４，３２５，３２６を備えている。２つの平坦部３２１ないし３２６の
間には、それぞれ駆動体２８０の平坦化したエッジ３３１，３３２，３３３，３３４，３
３５，３３６が形成されている。
【００５３】
　図の例では、各ブロッキング部材３５１ないし３５６はそれぞれ、アクチュエータ２３
０の周方向において互いに隣り合っているカラー状の２つの位置調整アームの間で取り囲
まれている。以下では、それぞれ２つの位置調整アームの間にブロッキング部材３５１な
いし３５６を配置する構成をブロッキング部材３５１を例に挙げて説明する。このブロッ
キング部材は、図の例では、第１の位置調整アーム３４２と第２の位置調整アーム３４４
との間に配置され、第１および第２の位置調整アームは、それぞれ第１の周囲端部３１１
および第２の周囲端部３１３を有している。図の例では、ブロッキング部材３５１は第１
の位置調整アーム３４２の第２の周囲端部３１３の領域に配置されている。
【００５４】
　図３は、さらに、好ましくは永久磁石リングとして形成され、少なくとも１つの第１お
よび第２の磁極３６２，３６４を備えた第１の制動要素２６０を示している。図の例では
、複数の第１および第２の磁極３６２，３６４が連結装置２９０の周方向にそれぞれ交互
に配置されている。これにより、磁極３６２，３６４は、連結装置２９０の周方向に交代
する磁場（図４の４２０）を形成させる。
【００５５】
　図４は、図２の制動装置１４０の磁場４２０を例示したものである。この磁場４２０は
、図１の電動工具１００の制動時に磁場ブレーキユニット２７０によって発生する複数の
磁力線４１１，４１２，４１３，４１４，４１５，４１６によって形成される。
【００５６】
　磁力線４１１，４１３，４１５は、第１の制動要素２６０の第１の端面４０１で、図の
例では上面で発生し、磁場ブレーキユニット２７０を介して誘導され、第１の端面４０１
に対向している、第１の制動要素２６０の第２の端面４０２または下面で再び第１の制動
要素の中に侵入する。この場合磁束４２０は、第２の制動要素２５０と、駆動部材２７２
と、ヨーク要素として用いられる第１および第２の受容要素２７４，２７６とを通るよう
に延在している。
【００５７】
　磁力線４１２，４１４，４１６は、第１の制動要素２６０の第１の端面４０１で発生し
、図の例では、第２の制動要素２５０と第１および第２の受容要素２７４，２７６とを通
り、第２の面４０２において再び第１の制動要素２６０内へ侵入する。磁力線４１１，４
１３，４１５は、磁力線４１２，４１４，４１６に対応して第１の制動要素２６０の第１
の端面４０１で発生し、図の例では、第２の制動要素２５０と第２の受容要素２７６とを
通ってから、第２の面４０２で再び第１の制動要素２６０内へ侵入する。
【００５８】
　図５は、図２の制動装置１４０を、図１の電動工具１００の自由回転時に示したもので
ある。自由回転では、ブロッキング要素３５１ないし３５４はアクチュエータ２３０によ
って次のように位置決めされており、すなわちこれらブロッキング要素が領域５１４にお
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いて駆動体２８０と接触しないように、または、この領域に沿って転動することができる
ように位置決めされている。従動軸２１０が矢印５０１の方向に回転運動する際、ブロッ
キング部材３５１ないし３５４はころ軸受のように矢印５０３，５０５，５０７の方向で
駆動体２８０に沿って転動し、その結果駆動体は、矢印５１２の方向において従動軸２１
０と一緒に回転する。したがって駆動体２８０（これに沿ってブロッキング部材３５１な
いし３５４も同様に転動する）は回転せず、その結果駆動体２８０と相対回転不能に結合
されている第２の制動要素２５０も回転しない。第１および第２の制動要素２６０，２５
０の間に相対運動が生じないので、渦電流は発生せず、よって制動モーメントを発生させ
ることができない。
【００５９】
　図６は、図２の制動装置１４０を、図１の電動工具１００の制動時に示したものである
。制動時には、制動装置１４０は図１の駆動モータ１２０が作動していないことにより好
ましくは自動的に起動する。このような非作動時、または、制動を発生させる場合には、
矢印６１２の方向に発生するトルク逆転に基づき、好適にはアクチュエータ２３０は駆動
体２８０に対し相対的に回転する。
【００６０】
　トルク逆転は、好ましくは制動の場合または図１の駆動モータ１２０の非作動時に、図
１の差し込み工具１３４の慣性モーメントと駆動モータ１２０の摩擦モーメントとに基づ
いて発生する。その際、ブロッキング部材３５１ないし３５６はアクチュエータ２３０に
よって短時間制止され、したがって丸みのあるエッジ３３１ないし３３６の領域へ到達し
、そこで駆動体２８０と駆動部材２７２との間でクランプされる。その際、ブロッキング
部材３５１はたとえば第１および第２の領域６２１，６２２の間でクランプされる。これ
は、他のブロッキング部材３５２ないし３５６にも対応的に該当している。
【００６１】
　このクランプにより、駆動部材２７２はアクチュエータ２３０を介して駆動体２８０と
相対回転不能に連結され、よって従動軸２１０と相対回転不能に連結され、その結果駆動
部材２７２と相対回転不能に配置されている第２の制動要素２５０は、矢印６２５で示唆
したように従動軸２１０と一緒に回転する。これによって生じる、第２の制動要素２５０
と、図１の電動工具１００内で相対回転不能に配置されている第１の制動要素２６０との
間の相対運動により、第２の制動要素２５０を、よって従動軸２１０を減速または制動さ
せる制動モーメントを形成する磁気渦電流が発生する。
【符号の説明】
【００６２】
　１００　電動工具
　１１０　ハウジング
　１２０　駆動モータ
　１４０　制動装置
　２１０　従動軸
　２３０　アクチュエータ
　２４０　ブロッキング部材
　２５０　第２の制動要素
　２５１，２５２　第２の制動要素の端面
　２６０　第１の制動要素
　２７０　磁場ブレーキユニット
　２７２　駆動部材
　２８０　駆動体
　２９０　連結装置
　３６２　第１の磁極
　３６４　第２の磁極
　４２０　磁場
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月13日(2016.12.13)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　付設の駆動モータ（１２０）によって駆動可能な従動軸（２１０）と、前記付設の駆動
モータ（１２０）の非通電状態で回転している前記従動軸（２１０）を制動するための制
動装置（１４０）とを備え、前記従動軸（２１０）が付設のハウジング（１１０）内に回
転運動可能に支持され、前記制動装置（１４０）が、少なくとも１つの第１および第２の
制動要素（２６０，２５０）を備えた磁場ブレーキユニット（２７０）を有している電動
工具（１００）において、
　前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）に対し半径方向に位置するよ
うに前記付設のハウジング（１１０）内に相対回転不能に配置され、且つ前記従動軸（２
１０）の周方向に交代する磁場（４２０）を生成させるために少なくとも１つの第１およ
び第２の磁極（３６２，３６４）を備えており、
　前記第２の制動要素（２５０）が、磁気誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置（２
９０）を介して前記従動軸（２１０）と回転運動可能に結合されている
　ことを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　前記起動可能な連結装置（２９０）は、起動時に前記第２の制動要素（２５０）を、前
記付設の駆動モータ（１２０）の非通電状態で、回転している前記従動軸（２１０）と相
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対回転不能に結合させるように形成されている
　ことを特徴とする、請求項１に記載の電動工具。
【請求項３】
　前記起動可能な連結装置（２９０）は、前記付設の駆動モータ（１２０）の通電状態で
、前記第２の制動要素（２５０）に対する前記従動軸（２１０）の回転を可能にするよう
に形成されている
　ことを特徴とする、請求項１または２に記載の電動工具。
【請求項４】
　前記磁場ブレーキユニット（２７０）が渦電流ブレーキとして形成されている
　ことを特徴とする、請求項１から３のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項５】
　前記第１および第２の制動要素（２６０，２５０）がそれぞれ少なくとも部分的にリン
グセグメント状に形成され、前記第１の制動要素（２６０）が前記第２の制動要素（２５
０）の端面（２５１，２５２）の領域に配置されている
　ことを特徴とする、請求項１から４のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項６】
　前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）を周囲から取り囲んでいる永
久磁石リングとして形成されている
　ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項７】
　前記第２の制動要素（２５０）が、前記従動軸（２１０）を周囲から取り囲んでいるリ
ングとして形成されている
　ことを特徴とする、請求項１から６のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項８】
　前記第２の制動要素（２５０）が、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設されてい
る駆動部材（２７２）と相対回転不能に結合され、該駆動部材が、複数のブロッキング部
材（２４０）を介して、前記付設の駆動モータ（１２０）の非通電状態で、前記回転して
いる従動軸（２１０）と相対回転不能に結合可能である
　ことを特徴とする、請求項１から７のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項９】
　前記従動軸（２１０）上にして前記複数のブロッキング部材（２４０）の領域に、前記
従動軸（２１０）と相対回転不能に結合され、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設
されている駆動体（２８０）が配置されている
　ことを特徴とする、請求項８に記載の電動工具。
【請求項１０】
　前記駆動体（２８０）が、少なくとも多角形状の外周を有している
　ことを特徴とする、請求項９に記載の電動工具。
【請求項１１】
　前記駆動体（２８０）が、前記起動可能な連結装置（２９０）に付設されているアクチ
ュエータ（２３０）を介して、前記駆動部材（２７２）と連結され、前記アクチュエータ
内に、前記複数のブロッキング部材（２４０）が少なくとも部分的に受容されている
　ことを特徴とする、請求項９または１０に記載の電動工具。
【請求項１２】
　前記アクチュエータ（２３０）が、前記従動軸（２１０）を回転運動可能に駆動するた
めに駆動要素（２２０）と相対回転不能に結合され、前記駆動要素（２２０）が、所定の
角度範囲内での前記従動軸（２１０）の前記駆動要素（２２０）に対する相対的な回転を
可能にするために、前記従動軸（２１０）で遊びをもって支持されている
　ことを特徴とする、請求項１１に記載の電動工具。
【請求項１３】
　前記付設の駆動モータ（１２０）の非通電状態で前記従動軸（２１０）が回転している
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とき、前記駆動体（２８０）が、回転している前記従動軸（２１０）に対する前記アクチ
ュエータ（２３０）のトルク逆転と、これから生じる駆動体（２８０）とアクチュエータ
（２３０）との間の相対回転とにより、前記複数のブロッキング部材（２４０）を介して
前記駆動部材（２７２）と相対回転不能に結合可能である
　ことを特徴とする、請求項１２に記載の電動工具。
【請求項１４】
　アングルグラインダとして形成されている、
　請求項１から１３のいずれか一つに記載の電動工具。
【請求項１５】
　付設の駆動モータ（１２０）によって駆動可能で且つ付設のハウジング（１１０）内に
回転運動可能に支持されている従動軸（２１０）を有している電動工具（１００）のため
のモジュール状制動装置（１４０）であって、少なくとも１つの第１および第２の制動要
素（２６０，２５０）を備えている磁場ブレーキユニット（２７０）を備えた前記モジュ
ール状制動装置において、
　前記第１の制動要素（２６０）が、前記従動軸（２１０）に対し半径方向に位置するよ
うに前記付設のハウジング（１１０）内に相対回転不能に固定可能であり、且つ前記従動
軸（２１０）の周方向に交代する磁場（４２０）を生成させるために少なくとも１つの第
１および第２の磁極（３６２，３６４）を備えており、
　前記第２の制動要素（２５０）が、磁気誘導可能であり、且つ起動可能な連結装置（２
９０）を介して前記従動軸（２１０）と回転運動可能に結合可能である
　ことを特徴とするモジュール状制動装置。
 



(15) JP 2017-518892 A 2017.7.13

10

20

30

40

【国際調査報告】



(16) JP 2017-518892 A 2017.7.13

10

20

30

40



(17) JP 2017-518892 A 2017.7.13

10

20

30

40



(18) JP 2017-518892 A 2017.7.13

10

20

30

40



(19) JP 2017-518892 A 2017.7.13

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ラベル，ゼバスティアン
            ドイツ連邦共和国　７１１４４　シュタイネンブロン　プリーニンガーシュトラーセ　６３
(72)発明者  バイエル，ハイコ
            ドイツ連邦共和国　７３７６５　ノイウハウゼン　ジルヒャーシュトラーセ　１４
(72)発明者  エゼンヴァイン，フロリアン
            ドイツ連邦共和国　７０７７１　ラインフェルデン―エヒターディンゲン　シュールシュトラーセ
            　４１／１
(72)発明者  ルッツ，マンフレート
            ドイツ連邦共和国　７０７９４　フィルダーシュタット　ザントビュールシュトラーセ　１８
Ｆターム(参考) 3C158 AA04  AA16  BC05  CB05 
　　　　 　　  3J058 AA78  AA87  BA46  CC13  CC14  FA41 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

